
 
語尾に「＊」がある語は、４３頁以降 

に用語説明を載せています。 

第２章   日田市を取り巻くＩＴ環境 

 

１． 国の情報化施策 

(1) e-Japan 戦略からＩＴ新改革戦略へ 

政府は「世界最先端のＩＴ国家になる」ことを目標に、以下のような様々な戦略をたて

ています。 
 
・e-Japan 戦略                     （平成 13 年１月 22 日政府） 
  
  すべての国民がＩＴを積極的に活用し、その恩恵を最大限に享受できる知識創発型

社会の実現に向け、早急に革命的かつ現実的な対応を行わなければならない。市場

原理に基づき民間が最大限に活力を発揮できる環境を整備し、５年以内に世界最先

端のＩＴ国家となることをめざす。 

世

界

最

先

端

の

Ｉ

Ｔ

国

家

へ 

 
 
・e-Japan 戦略Ⅱ                     （平成 15 年７月２日政府） 
  
  ＩＴ利活用により「元気・安心・感動・便利」社会をめざす。ＩＴを駆使した無駄

の排除と経営資源の有効活用による構造改革、ＩＴ環境下で新しい産業・サービス

を創出する新価値創造、個の視点に基づいた改革、ＩＴ分野の国際展開など e-Japan

戦略で達成しつつあるＩＴ基盤を活かして社会経済システムを積極的に変革する。 
 
 
・ＩＴ新改革戦略                     （平成 18 年１月 19 日政府） 

  
  既存の社会の構造に変化を迫るＩＴの構造改革力を利用者視点に立って有効に使

い、国民生活及び産業競争力の向上に努めるとともに、日本社会の抱える大きな社

会的課題の改革に取り組み、「いつでも、どこでも、誰でも、ＩＴの恩恵を実感で

きる社会の実現」をめざす。 
 
 
＜国のＩＴ戦略の歩み＞ 

 

           ＳＳｔｔａａｇｇｅｅ１１        ＩＴの構造改革力の追求 

             ＩＴ利用・活用重視 

 

 

   ＩＴ基盤整備 

                           ＳＳｔｔａａｇｇｅｅ２２  

 

 

 

      e-Japan 戦略       e-Japan 戦略Ⅱ   ＩＴ新改革戦略 

     2001 年        2003 年       2006 年 
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(2) u-Japan 政策 
 総務省は、政府の戦略を受け、次のような政策目標を作成し、ユビキタス＊ネット社会

の実現に向け、取り組んでいます。 
    （平成 16 年 12 月 17 日総務省） 

  
  2010 年には草の根のように生活の隅々まで情報通信技術（ＩＴ）が融けこみ、創意

ある利活用でまったく新しい価値が社会生活に生み出される価値創発型社会を実

現し、世界最先端の情報通信技術国家として先導することをめざす。そのため、2010

年までに国民の 100％が高速または超高速のネットワークを利用可能な社会にする

ことを提言する。 

 
語尾に「＊」がある語は、４３頁以降 

に用語説明を載せています。 

 
 
＜ u-Japan の理念（１つの「Ｕ」と３つの「Ｕ」） ＞ 

Unique 

（ユニーク） 

個性ある活力が湧

き上がる 

User-oriented 

（ユーザ） 

利用者の視点が融

けこむ

Ubiquitous（ユビキタス） 

あらゆる人や物が結びつく 

Universal 

（ユニバーサル） 

人に優しい心と心

の触れ合い 
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２． 大分県の動向 

 大分県は、平成 18 年２月に大分県地域情報化計画を策定しました。 
 地域間の情報格差を解消するため、ブロードバンド＊サービスの普及の促進や豊の国ハ

イパーネットワーク＊の民間利用を含めた利活用などの情報通信基盤の整備や、利用者の

視点に立った電子自治体＊の構築など、すべての県民がＩＴの恩恵を享受するための県民

生活の情報化の推進に取り組み、大分県長期総合計画の基本目標である『県民とともに築

く「安心」「活力」「発展」の大分県』の実現をめざすこととしています。 
 
 
 大分県地域情報化計画 
    （基本計画）    （１）高度情報通信ネットワーク社会を支える情報通信基盤の整備 
                （２）高度情報通信ネットワーク社会における県民生活の情報化推進 
                 （３）情報化が推進する安全・安心な環境づくり 
              （４）情報化が推進するみんなで支えあう社会づくり 
              （５）情報化が推進する力強い産業づくり 
              （６）情報化が推進する活気あふれる地域づくり 
              （７）高度情報通信ネットワーク社会を担う人づくり 

 
語尾に「＊」がある語は、４３頁以降 

に用語説明を載せています。 

 
 
 
 

豊の国ハイパー
ネットワーク

県 ９４箇所

県 ４５２．１９５㎞
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ＡＰ（ｱｸｾｽﾎﾟｲﾝﾄ）

ＮＯＣ（ﾈｯﾄﾜｰｸｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ）
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天瀬
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三光

九重町

香々地

国見

山国
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清川

朝地

上浦

津久見市

真玉

安心院
院内

荻

久住

直入

由布市

大田

市町村 １１０５箇所
計 １１９９箇所

市町村 １３２５．９５７㎞
計 １７７８．１５２㎞

豊後大野市

臼杵市

佐伯市

玖珠町

大分市

中津市

国東市

日出町

豊後高田市

竹田市

日田市

別府市

大分県庁

県北ﾙｰﾄ

県南ﾙｰﾄ

大野竹田ﾙｰﾄ

日田玖珠ﾙｰﾄ

国東別杵ﾙｰﾄ
中津日田ﾙｰﾌﾟ

高田国東ﾙｰﾌﾟ

佐伯臼杵ﾙｰﾌﾟ

三重竹田ﾙｰﾌﾟ

宇佐市

豊の国ハイパーネットワーク豊の国ハイパーネットワーク
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